
一 般 質 問
（ 要 旨 ）

笑って～ハイチーズ
（昭和公園）

討
　
論

本
会
議
で
の
採
決
に
先
立
ち

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

６
面
下
段
へ
続
く

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

佐
藤
　
文
子
　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
に
よ

る
暮
ら
し
の
悪
化
が
市
民
生
活

を
直
撃
し
て
い
る
。
生
活
困
窮

者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化
、
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
や
給
食

費
の
無
償
化
へ
踏
み
出
す
べ
き
。

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
待
遇
を
改
善
し
、
正
規
職
員

を
増
員
す
べ
き
で
あ
り
、
学
校

教
育
の
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の

水
泳
指
導
民
間
活
用
は
到
底
認

め
ら
れ
な
い
。

更
に
、
軍
拡
・
増
税
方
針
に

反
対
の
立
場
を
明
確
に
す
べ
き

こ
と
を
指
摘
す
る
。

以
上
、
行
政
運
営
上
、
基
本

的
で
根
本
的
な
観
点
か
ら
考
察

の
結
果
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

反
対

賛
成

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

山
本
　
一
彦
　
議
員

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
学

校
給
食
や
保
育
所
に
対
す
る
支

援
、
高
校
生
等
医
療
費
助
成
を

所
得
制
限
な
し
と
す
る
市
独
自

の
施
策
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し

に
寄
り
添
う
事
業
費
を
広
範
囲

に
計
上
し
て
い
る
。 

一
方
、
財
源
確
保
の
観
点
か

ら
は
、
特
定
財
源
の
確
保
に
取

り
組
み
つ
つ
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
不
足

財
源
の
補
塡
を
し
て
い
る
。

昭
島
市
の
将
来
を
見
据
え
、

施
策
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
限

ら
れ
た
財
源
で
総
合
基
本
計
画

の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
る
点
を
高
く
評
価
し
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

公
明
党
昭
島
市
議
団

吉
野
　
智
之
　
議
員

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
基

本
料
金
の
減
免
政
策
が
市
民
よ

り
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
市
民
総
合
交
流

拠
点
施
設
整
備
事
業
の
本
格
始

動
を
は
じ
め
、
高
校
生
等
医
療

費
助
成
事
業
、
体
験
型
英
語
学

習
施
設
利
用
料
等
補
助
、
学
校

給
食
共
同
調
理
場
整
備
事
業
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
等
の

事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
人
に
優
し
い
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
期
待
す
る
。

以
上
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決
と

す
る
委
員
長
報
告
に
つ
い
て

賛
成

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

林
　
ま
い
子
　
議
員

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
実
態
把

握
、
再
エ
ネ
100
％
電
力
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ガ
ス
導
入

あ　き　し　ま　市　議　会　だ　よ　り No.2835　令和５年 （２０２３年） ４月３０日

質
問　

ス
ト
レ
ス
が
重
な
る
災

害
時
の
避
難
所
生
活
に
お
い
て
、

ペ
ッ
ト
同
伴
可
能
な
避
難
所
の

提
供
が
必
要
と
考
え
る
。
市
の

考
え
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁　

発
災
直
後
の
同
伴
避
難

は
困
難
と
考
え
る
が
、
避
難
所

生
活
が
長
期
化
す
る

場
合
に
は
、
動
物
愛

護
や
飼
い
主
の
心
の

ケ
ア
の
観
点
か
ら
、

状
況
に
応
じ
た
適
切

な
ペ
ッ
ト
受
け
入
れ

方
法
を
柔
軟
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
朽
化

に
つ
い
て
、
①
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
適
正
化
推
進
計
画
を
作
成
し
、

対
策
を
推
進
す
べ
き
。
②
長
寿

命
化
に
資
す
る
大
規
模
修
繕
工

事
に
係
る
税
額
措
置
を
実
施
す

べ
き
。

答
弁　

①
計
画
の
必
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
策
定
に
向
け
検

討
し
て
い
く
。
②
地
方
税
法
の

改
正
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
審
議
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問　

自
転
車
の
事
故
に
つ
い

て
、
①
義
務
化
さ
れ
た
自
転
車

保
険
加
入
の
た
め
、
非
課
税
世

帯
の
児
童
・
生
徒
等
へ
の
助
成

制
度
を
導
入
す
べ
き
。
②
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
促
進
の
た
め
、

購
入
助
成
制
度
を
推
進
す
べ
き
。

答
弁　

①
②
財
源
や
そ
の
他
の

課
題
、
ま
た
他
自
治
体
の
導
入

事
例
等
を
検
証
し
、
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

質
問　

他
市
で
は
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
を
通
じ
、
道
路
の
陥
没
や
公

園
遊
具
の
不
具
合
等
を
市
民
が

す
ぐ
に
報
告
で
き
る
仕
組
み
が

あ
る
。
昭
島
市
で
も

採
用
し
て
は
。

答
弁　

様
々
な
メ
リ

ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る

た
め
ア
プ
リ
等
の
導

入
も
含
め
、
よ
り
効

果
的
な
道
路
管
理
等
の
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

幼
稚
園
で
の
預
か
り
保

育
の
拡
充
を
求
め
る
。
現
状
と

今
後
の
展
開
は
。

答
弁　

市
内
全
て
の
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
が
、
運
営
方
針

等
の
違
い
か
ら
、
市
が
利
用
時

間
や
料
金
を
一
律
に
設
定
す
る

こ
と
は
困
難
性
が
あ
る
。

質
問　

昭
島
都
市
計
画
中
神
土

地
区
画
整
理
事
業
と
中
神
駅
北

側
地
域
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

①
今
後
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

②
第
二
工
区
駅
前
ブ
ロ
ッ
ク
の

区
画
道
路
の
築
造
は
残
り
２
路

線
と
思
う
が
、
今
後
の
対
応
は
。

③
中
神
駅
北
側
地
区

地
区
計
画
図
に
記
載

さ
れ
て
い
る
全
て
の

区
画
道
路
を
市
道
認

定
す
る
の
か
。
④
地

域
内
の
私
道
に
お
い

て
、
寄
附
の
申
出
が
あ
っ
た
場

合
へ
の
対
応
は
。

答
弁　

①
権
利
者
の
意
見
等
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
早
期
に
安

全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
。
②
市
道
東
216
号

は
本
年
２
月
に
竣
工
し
、
残
る

１
路
線
は
建
物
の
移
転
完
了
後
、

築
造
を
行
う
。
③
地
権
者
の
合

意
の
も
と
、
市
道
と
し
て
認
定

し
、
順
次
整
備
を
行
う
。
④
全

て
の
権
利
者
の
合
意
の
も
と
、

公
道
と
し
て
の
整
備
・
管
理
要

件
が
備
わ
っ
て
い
る
か
確
認
し

た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
整
備

し
て
い
く
。

質
問　

立
川
市
新
清
掃
工
場
の

ご
み
収
集
車
の
通
行
ル
ー
ト
に

つ
い
て
、
生
活
道
に
近
い
市
道

の
通
行
が
散
見
さ
れ
る
。
地
元

地
域
か
ら
立
川
市
に
改
善
を
求

め
て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

答
弁　

立
川
市
に
申
し
入
れ
を

行
い
、
車
両
ル
ー
ト
の
徹
底
を

図
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

質
問　

女
子
中
間
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
の
工
事
車
両
に
つ
い
て
、
説

明
会
で
示
さ
れ
た
範
囲
外
で
の

通
行
が
散
見
さ
れ
る
。
対
応
は
。

答
弁　

法
務
省
に
申
し
入
れ
を

行
い
、
車
両
ル
ー
ト
の
徹
底
を

図
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

質
問　

東
中
神
駅
北
側
地
区
の

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、
①

国
営
公
園
西
線
の
北

側
に
延
び
る
立
３
・

２
・
38
号
へ
の
考
え

は
。
②
早
期
完
成
が

望
ま
れ
る
昭
３
・
２
・

３
号
国
営
公
園
南
線

に
つ
い
て
、
考
え
は
。

答
弁　

①
②
当
該
道
路
の
早
期

整
備
の
必
要
性
は
強
く
認
識
し

て
お
り
、
都
へ
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

次
世
代
の
担
い
手
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
質
の
高
い
文

化
芸
術
に
触
れ
、
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
と
と
も
に
、
市
民
の

誰
も
が
郷
土
愛
を
育
む
力
を
養

う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
優
れ
た
音
楽
、
美
術
、
演

劇
等
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ

せ
、
人
が
集
い
、
文
化
芸
術
が

あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
を
す
る
こ

と
で
地
域
が
活
性
化

す
る
と
考
え
る
。
市

の
考
え
は
。

答
弁　

令
和
４
年
度

を
初
年
度
と
す
る
文

化
芸
術
推
進
基
本
計

画
を
策
定
し
た
。
市
民
の
誰
も

が
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
暮
ら

し
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
文
化

芸
術
の
更
な
る
振
興
に
努
め
る
。

質
問　

音
楽
は
人
間
関
係
の
基

盤
を
形
成
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
も
学
ぶ
こ
と
が

可
能
に
な
る
な
ど
生
き
る
た
め

の
原
動
力
と
な
る
が
、
①
市
の

防
音
施
設
等
の
現
状
は
。
②
ア

キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
体
育
館
で
の

演
奏
可
能
な
規
模
は
。
③
既
存

施
設
の
整
備
等
に
よ
り
、
防
音

施
設
を
増
や
す
考
え
は
。

答
弁　

①
市
民
会
館
・
公
民
館

や
市
立
会
館
の
集
会
室
等
で
音

楽
活
動
を
は
じ
め
、
ダ
ン
ス
等

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
②
可
動

式
客
席
を
含
め
た
300
席
の
ホ
ー

ル
と
し
て
、
合
奏
や
合
唱
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
て
い

る
。
③
音
楽
活
動
等
が
で
き
る

既
存
施
設
は
一
定
程
度
整
備
さ

れ
て
い
る
た
め
、
費
用
対
効
果

の
視
点
な
ど
か
ら
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

質
問　

産
業
ま
つ
り
や
青
少
年

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
市
民

が
集
え
る
イ
ベ
ン
ト

が
例
年
行
わ
れ
て
い

る
が
、
全
世
代
が
一

堂
に
会
し
、
市
民
が

文
化
芸
術
活
動
に
触

れ
ら
れ
る
音
楽
・
文

化
・
芸
術
祭
を
開
催
し
て
は
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継

承
し
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た

文
化
芸
術
の
振
興
に
向
け
た
事

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
各
事

業
の
充
実
に
努
め
る
。

質
問　

拝
島
分
水
に
つ
い
て
、

①
昨
年
10
月
頃
か
ら
水
路
に
水

が
流
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

地
震
な
ど
の
際
に
も
貴
重
な
水

利
と
な
る
こ
と
か
ら
、

１
日
で
も
早
い
清
流

の
復
活
を
都
に
働
き

か
け
る
べ
き
。
②
拝

島
の
産
業
の
礎
と
な
っ

た
分
水
路
で
は
、昔
の

石
垣
や
神
社
の
太
鼓
橋
が
あ
り
、

蛍
も
生
息
し
て
い
る
。
市
指
定

文
化
財
へ
登
録
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
拝
島
分
水
は
玉
川
上

水
の
分
水
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

玉
川
上
水
の
流
水
量
を
増
や
す

よ
う
、
引
き
続
き
都
に
粘
り
強

く
働
き
か
け
て
い
く
。
②
文
化

財
保
護
審
議
会
か
ら
意
見
を
聞

く
中
で
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

拝
島
大
師
前
か
ら
多
摩

辺
中
学
校
に
通
じ
る
市
道
昭
島

27
号
は
路
面
が
荒
れ
て
お
り
、

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
通
行
時
に
は

騒
音
や
振
動
が
発
生
す
る
。
全

面
補
修
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
。

答
弁　

道
路
の
改
修
事
業
は
多

額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
事
業
の
平
準
化
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
る
。
当
該
道

路
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
状
況

に
合
わ
せ
て
応
急
修
理
や
補
修

方
法
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

公
共
施
設
改
善
に
つ
い

て
、
男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
は
。

答
弁　

本
庁
舎
等
15
か
所
に
設

置
し
た
。
そ
の
他
も
施
設
特
性

等
を
勘
案
し
、
設
置
を
検
討
し

て
い
く
。

質
問　

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営

は
よ
り
多
様
化
が
求
め
ら
れ
る
。

Ａ
Ⅰ
の
活
用
や
職
員
間
の
情
報

共
有
な
ど
効
率
的
な
運
用
を
図

り
、
住
民
の
負
託
に

応
え
得
る
行
政
運
営

に
努
め
て
い
く
べ
き
。

答
弁　

市
民
の
立
場

に
立
っ
て
積
極
的
に

行
動
を
起
こ
す
自
立

し
た
人
財
集
団
と
な
る
よ
う
組

織
力
を
大
き
く
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
を
通
じ
た
業
務
改
善・

業
務
改
革
に
取
り
組
み
、
全
て

の
市
民
が
実
感
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

無

会

派	

南
雲	

隆
志		

議
員

中
神
駅
北
側
地
域

整
備
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団	

大
島	

ひ
ろ
し	

議
員

心
豊
か
に
過
ご
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

自
由
民
主
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